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腎及び尿路の画像診断に対する挽戦がなされている o classic radiologyでは診 、
新困難であった疾患が radioisotopestudies，ultrasonicsそして computerized 
tomographic scanning (Cちといった新しい技術の導入によって大いに診断が
容易となりつつある。本書は小児掴々の疾患部位の問題点をより正確に把握する
ためにはこれらの手技をいかに用いたら良いのかを主題として書かれたものであ
る。
前記の各種検査が全て施行し持たとすればその内には，診断に適切な Dataが
あるかもしれない。 しかし対象が小児で、あるため必ずしも患児の譲カを得ず万全
の Dataを得ることは不可能である。可能な隈Fの Dataを得るために，第一章
で辻 symptomcor.nplexを把握することが検査の方向づけに重要であるとし検討
されている。第二章では難しい小克の検査を正しく行うための技術が述べられて
おヲ，大人と同じ方法で行ったので、は誤った Dataになる可能'注があり， この様
な無駄をさげるためにも必読の倍値を有する。
第三章より第十三章までは小児における重要企疾患の imagingの殆んどが明白
に記載されており，殊に印象に残った imagingは無機能腎のもので，従来逆行性
議影及び腎動脈諜影記比重がおかれていたものが非農襲的検査法の代表で為る 
ultrasonics による imagingが多くとヲ入れられ，軽度水腎，中等慶水腎，高度
水腎，のう胞腎あるいは実費性疾患の区別が判定できるとしている。
小児の泌尿器科領域の題蕩の頻度は少く， そのため診新技街の進歩が遅れてい
た。著者等は C-Tの導入によって悪性彊蕩の imagingが幾分なヲとも可能とな
ったとし，その手指及び化学療法の治療効果の follw・up~こ用いることができる。
これはやはり最近の imaging誌の進歩と考えてよいものである。
さらに著者等の挑戦法続く。即ちこれまでともすれば診駅不能な腎疾患に対し
ては悪性の疑いありとして患領jの腎射が安易になされていたが，保えば Wilmus' 
Tumorの好発年齢は 2-7歳であることが判ってお!:J，この年齢でない患児やま
た患側とは別に正常額，[Jの腎 imagingを正確にすることによりもしこの正常{闘が肥
大している患児の腎の悪性謹蕩でないことが推測される。更には，単腎に悪性腫
蕩の発生が認められた場合 DMSAによる腎 imagingに訣って腎部分掃除も可
能であるとしている。
このように小児に庇護的な診断技傍を充分とり入れることに設予正しい診断を
得ることができる。そのことがまた良い治療法に結びっくと本書は主張している。
酉像診断の pointerとなる良書である。(安田耕作)
〔千葉医学， 57，96，1981) 
